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衛星データによる教育教材の開発

Development of a educational material with remote sensing data
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1.はじめに
　新学習指導要領の導入により，総合的な学習の時間（以下「総合学習」と省略）が開始された。教員の間で

は活発な議論が行われ，様々な総合学習の授業例が提案されている。しかし，多くの教員は総合学習のコンテン
ツ作りに悩んでおり，博物館等の外部組織に相談している。本研究では，千葉県立中央博物館の協力を得て，教
育関係者の意見を反映したリモートセンシング教材を開発し，教材の販売戦略やアフターケア体制を検討した。

2.リモートセンシング教材
　リモートセンシング教材は，「実習用解析ソフトウェア」「画像集」「解説本」からなる。実習用解析ソフト

ウェアは，生徒のレベルに合わせて使用できるように，「画像を見る」「画像を処理する」から構成される。また，
プレゼンテーションに活用できるように印刷機能と JPG ・ TIFF 画像への出力機能を採用した。画像集は，「リモー
トセンシングの仕組み」と千葉県の産業・自然・環境に関連する「衛星画像の紹介」から構成される。解説本は，
リモートセンシング教材の使用法と授業での活用方法に関する教授資料であり，「解説編」「画像紹介編」「実習
編」「指導案編」「その他」から構成される。

3.検証
　リモートセンシング教材の検証として，実験授業とアンケートを千葉県の理科と社会の教員に対して依頼し，

それぞれ 1 月下旬～2 月上旬に実施した。実験授業やアンケートを通じて，これまでのリモートセンシングとの
関わり，情報機器の整備状況，教材の内容や活用方法，生徒の反応について調査した。

4.リモートセンシング講習会
　リモートセンシング教材の使用法と授業での活用方法をテーマに，博物館の学芸員と千葉県の地理・地学の

教員によるリモートセンシング教材の講習会を開催した。来年度も，教員・教育関係者，または生徒を対象とし
たリモートセンシング講習会を検討している。

5.まとめ
　本研究では，衛星データの教育分野における利用方法の具体的なモデルとして，リモートセンシング教材を

開発した。本研究で作成した教材は，プロトタイプ版のため千葉県の産業・自然・環境に関する衛星データを中
心に構成されているが，コンテンツを入れ替えることで他県版の作成が可能である。
　今後は，実験授業やアンケートから得られた意見を元にして，教材（画像集・ソフトウェア・解説本）を改

良し，教員の習熟を目的とする講習会を開催する。また，地学・地理の素養が無い教員への導入ツールの作成を
検討する。さらに，教材に対する質問や衛星データの販売を受け付ける WebSite を構築し，教員が教材を利用し
やすい環境を整えることで，リモートセンシング教材の販売が可能になると考える。
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